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はじめに

土器の 14C年代測定をおこなう際､土器外表面の付着炭化物を用いる場合には燃料に用いた樹木の樹齢に

よる､いわゆる"oldwoodeffect"(小田ら,2002)､土器内面の付着炭化物を用いる場合(山本,1997;1998;

1999､山本･小田,2000;2001;2002)は海産資源由来の炭化物による海洋リザーバー効果などに注意する必

要がある｡これに対し､土器製作時に封入された炭化物を用いれば､直接､土器作成年代を得られることになる｡

例えば､フィリピンにおいて現在も製作されている黒色の陶暑削ま､製作過程において､焼けた陶器に籾殻等を

多量に加えて炭素を吸着させることで黒色に着色している｡この地域の貝塚から出土する黒色土器や､中国で

出土する黒陶土器も､同様の技法を用いて作られ､土器製作時の炭素を多く含有していると考えられるOまた､

日本においても､関東地方で多く出土する繊維土器は､植物の繊維を練りこんで焼くという製法により､内部に

土器製作時の炭素を多く含有していると考えられる｡本研究ではこれらの製作時の炭素を多量に含む土器片試

料を用いて､それらの炭素含有量を測定し､年代測定試料としての検討をおこなった｡

土器試料の前処理法

試料は､フィリピンのSanNicolas地方で採取した黒色の陶器､BangagI貝塚で採取した黒色土器､中国遼寧

省四平山遺跡出土の黒陶土器､埼玉県妙音寺洞穴遺跡出土の繊維土器を使用した｡

これらの土器片試料は､デンタルドリルで表面を削った後､炭素が最も多く含まれると考えられる黒色部分を

削り取る､もしくは適当な量を乳鉢で粉砕して粉末にした｡これをそれぞれ lNのHCl溶液､NaOH溶液でAAA

(酸-アルカリー酸)処理をおこない､土壌中から混入していると思われるフミン酸､フルボ酸等の可溶成分を除去

した｡これを乾燥させた後､酸化銅とともに燃焼し､真空ラインを用いて二酸化炭素を精製し､その炭素量から炭

素含有量を計算､もしくは､安定同位体分析計ANCA一massを用いて炭素含有率を測定した｡

土器試料の炭素含有率

土器片試料の炭素含有率､および､AAA処理後の試料の残存率を表 1に示す｡

1.フィリピンの現代の陶器の炭素含有率

現代の陶器は炭素含有率が 0.5%､処理後の試料残存率が36.5%という値を示した｡これは､現代の試料で

あるため､廃棄されてからの時間が短く､試料の保存が良いことが考えられる0

2.フィリピンの黒色土器の炭素含有率

黒色土器では､硬い試料と脆い試料があったが､硬い試料は AAA処理後の炭素残存率が高い｡硬い試料

は保存が良く､14C年代測定に十分な量の炭素を含有していると考えられる｡
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3.中国の黒陶土器の炭素含有率

黒陶土器に関しては､AAA処理後の炭素含有率､試料残存率が非常に高い値を示した｡この試料は棺内か

ら出土しており非常に保存状態も良く､年代測定試料として適していると考えられる｡

4.埼玉県妙音寺洞穴遺跡の繊維土器の炭素含有率

繊維土器に関しても､硬い試料は 0.5%を超える高い炭素含有率を示した｡硬い試料に関しては､黒色土器

と同様に内部に十分な量の炭素を含み､年代測定に利用可能であると考えられる｡

まとめ

今回炭素含有率を測定した各土器試料は､硬い試料は保存状態がよくAAA処理後の炭素含有率も高かっ

たO従って､これらの硬い土器片試料は年代測定試料として利用できると考えられるOこの方法により､土壌中の

有機物による汚染は除去され､土器製作年代が得られることが分かっている(Ⅶshidaetal,2002)｡脆い試料に

関しては､AAA処理によって多くの炭素が流れ出てしまっている｡この原因としては､処理に用いるNaOH溶液

の濃度が高すぎたことが考えられる｡今後､これらの脆い試料から十分量の炭素を回収するため､NaOH溶液の

濃度を1Nから0.1Nに下げて処理をおこない､同様にして炭素含有率を調べ､年代測定試料としての検討を試

みる｡
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表1土器片試料の炭素含有率

1aboNo. 遺跡 型式等 使用部位 硬さ 処理後の試料残存率(%)* 炭素含有率(%)**

01PO18 SanNicoras 現代の黒色陶器 口縁部 全体 硬い 80 0.51

01PO12A BangagⅠ貝塚 有文黒色土器 内面褐色部 脆い 3 0.06
01PO12B 内部黒色部 1 0.05

01PO13 BangagⅠ貝塚 有文黒色土器 口縁部 全体 硬い 76 0.31

01PO14 BangagⅠ貝塚 有文黒色土器 底部 全体 硬い 96 0.23

01PO15 BangagⅠ貝塚 有文黒色土器 内部黒色部 脆い 40 0.17

01PO16 BangagⅠ貝塚 有文黒色土器 全体 硬い - 0.45

01PO17 BangagI/EjJ# 有文黒色土器 全体 脆い - 0.09

01PO19 妙音寺洞穴遺跡 末記載 内面黒色部 硬い 16 0.68

01PO20 妙音寺洞穴遺跡 沈線文系(田戸下層～田戸上層式 内部黒色部 硬い 44 0.12

01pO21 妙音寺洞穴遺跡 繊維土器 沈線文系(田戸下層式) 内面黒色部 脆い 88 0.20

01PO22 妙音寺洞穴遺跡 繊維土器 条痕文系(鵜ケ島台式) 内部黒色部 脆い 57 0.10

01PO23 妙音寺洞穴遺跡 繊維土器 条痕文系 内面黒色部 脆い 42 0.07

01PO24 妙音寺洞穴遺跡 繊維土器 条痕文系 内部黒色部 脆い 31 0.04

01PO25 妙音寺洞穴遺跡 繊維土器 条痕文系 内部黒色部 硬い 34 0.65

01PO26 妙音寺洞穴遺跡 繊維土器 条痕文系 内部黒色部 硬い 34 1.25

01PO27 妙音寺洞穴遺跡 繊維土器 開山式 内部黒色部 硬い 35 1.28

01PO28 妙音寺洞穴遺跡 繊維土器 黒浜式 内部黒色部 脆い 35 0.09

01PO29 妙音寺泊穴遺跡 繊維土器 黒浜式 内部黒色部 硬い 34 0.61

01PO30 妙音寺洞穴遺跡 諸磯a式 内面黒色部 硬い 31 0.10

02POOl 四平山遺跡 黒陶土器 全体 硬い 55 1.48

02POO4 四平山遺跡 黒陶土器 全体 硬い 54 1.12

02POO5 四平山遺跡 黒陶土器 全体 硬い 61 1.62

02pOO9 四平山遺跡 黒陶土器 全体 硬い 61 1.39

*AAA処理前後の試料粉末の質量から計算した､試料の残存率
**AAA処理後の試料粉末と､測定された炭素量から計算した､試料の炭素含有率
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TheAMSdatingmethodhasmadeitpossibletodirectlyradiocarbondatepottery,uslngCarbonized

materialsfromtheexteriorandinsidesurfacesofpots.Carbonizedmaterialsonthesurfaceareusually

fromfuelorfoods,sotheymayexhibitan"oldwood"or"marinereservoir"effect.However,Organic

materialssealedinthepotswillgivetheagewhenthepotterywasmanufactured.

"TheBlackpottery"ofthePhilippinesandsimilarblackpotteryfromChinaincludeorganicmaterials

suchaschaff.AgroupofJapaneseJomonpotteries,knownas"fiberpottery"containcharredfiber.We

analyzedthecarboncontentofthesepotteriestodeterminetheirutilityassamplesfわr14cdating･

PotterysamplesweregroundandtreatedwithAAA(acid-alkali-acid)toremovehumicandfhvicsoil

acids.Sampleswereoxidizedandthecarboncontentmeasured.Thoughthereweredifferencesbetween

hardsamplesandfragilesamples,thehardsamplesprovidedenoughcarbonforAMSdating.
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